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＜食生活と栄養状態＞
食事歴質問票による解析結果をお知らせします
（後日郵送します）

＜ストレス応答＞
・ストレスチェック
・ストレス対処法の質問紙
（その場で結果をお知らせします）

・うつ病患者の食生活・栄養調査 
・血中栄養素測定 
・栄養学的介入 
⇒生活習慣とストレス、うつとの
関係を科学的に解明 

ストレスホルモン 
視床下部ー下垂体ー
副腎系機能を評価 

うつ病とストレス反応における遺伝と生活習慣に関する研究 

オミックス⇒バイオマーカー開発 

ゲノム 
＝遺伝子 

“ストレス”の客観的指標 

•病的ストレス反応やうつ病と関連する生活習慣（食生活など）と遺伝要因、脳基
盤、それらの相互作用について明らかにする。 
•過度のストレスを回避し、うつ病を予防する方法の開発と実践 

ストレスとうつ病の脳基盤 うつ病の精神栄養学 

トランスクリプトーム 
＝遺伝子発現解析 

MRI MRS 

遺伝因子と生活習慣
との相互作用を解析 
 個人の体質に適した
うつ病を予防するため
の生活習慣の指導プロ
グラムの開発と実践へ 
先端的ﾆｭｰﾛｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ
による脳基盤の解明 

 

 
 

マルチモダリティー画像解析 

拡散テンソル画像
脳領域間の繊維結合の解析

Arterial spin labeling法
放射活性を用いない
新しい局所脳血流量解析

構造MRI （脳構造体積） 

MRS 
脳内代謝物 
の測定 

3 tesla MRI

 

●FKBP5がストレス応答を調節し、
脳機能にも影響を与える 

●うつ病の一部で脳脊髄液中
のｴﾀﾉｰﾙｱﾐﾝの低下を発見 

健常者 大うつ病患者 

• うつ病患者の40%で低下 
• 気分を制御する内因性カン

ナビノイドの代謝物 
• 寛解患者では正常化 
• ﾊﾞｲｵﾏｰｶｰとして有力 

●統合失調症の脳血流異常をMRIで測定 ●2疾患の違い⇒鑑別法 ●うつ病の脳血流異常を同定 

放射活性を
用いない最新
の脳血流測
定法を精神
疾患に応用 

●脳画像を用いた統合失調症とうつ病の判別法の開発 

脳の中心部の領域の
体積を細かく測定する
ことにより、うつ病と統
合失調症を80％以上
の的中率で鑑別する方
法を開発 
⇒NHKニュースで放映 

 

　活力ある生活を維持するには脳が健全に機能
していなければなりません。しかし、現代社会には
環境汚染、核家族化、飽食、食の文明化、運動
不足、夜型社会の進行、バーチャルリアリティーの
浸透など、脳の健康と密接に関わる因子が多く
存在します。これら環境ストレスを克服する
ためには、脳がそれらに対してどのような応答を
示すことによって健康が維持され、あるいは
健康が損なわれるのかについて、分子レベル（タ
ンパク質や遺伝子など）で明らかにしていくこ
とが必要であると考えられます。

＜食生活と栄養状態＞
肥満や脂質異常、葉酸欠乏、
血中トリプトファン低下、
緑茶の摂取が少ないこと
などがうつ病のリスクと
なることが分かりました。

＜食生活と栄養状態＞　うつ病患者さんと健常
者を対象に食生活質問票と血液検査による
栄養学的問題を検討しました。

　脳の健康が損なわれた状態としてのうつ病に着目し、ストレス反応の異常、
生活習慣の問題（特に食生活）によってうつ病の発症に至るメカニズムに
ついて、脳内分子機構や遺伝子との関連にまで掘り下げて検討しました。
最新の脳画像手法を用いて、うつ病の脳構造変化について明らかにすると
共に、分子レベルの変化がもたらす脳への影響についても検討を加えました。
本研究によってうつ病リスクの客観的評価法の開発、リスクを下げるための
生活習慣改善法や治療法開発につながる成果が得られました。

＜ストレス応答＞
うつ病はストレスへのホル
モン反応の異常によって
ストレスへの対処法が異なる
という結果が得られました。

<脳基盤 >
うつ病の脳構造異常や
上記の関連分子の脳構造
への影響が分かりました。

＜分子基盤＞
脳脊髄液中の物質やスト
レス反応において重要な
役割を果たす遺伝子がうつ病
リスクや脳機能に影響を
与えることが分かりました。

＜ストレス応答＞　ストレスに対する反応は
ホルモンで調節されているため、うつ病患者
さんの “ストレスホルモン” を調べました。

＜分子基盤＞　うつ病患者さんの脳脊髄液や
血液からタンパク質や DNA を採取し、うつ病
との関連について調べました。

＜脳基盤＞　MRI 脳画像を用いて、脳構造（海馬
など）の体積、脳領域間をつなぐ神経ネット
ワーク、脳血流などについて解析しました。

＜食生活と栄養状態＞
・食生活・栄養に着目したうつ病
    治療法の構築
　　・栄養指導法の開発
　　・サプリメントの開発
　　・食品からの医薬品の開発

＜ストレス応答＞
・ストレス応答の個人差に
   よる類型化
・それぞれのタイプに
   あった治療法の開発

＜分子基盤＞
・分子メカニズムに基づいた新しい診断・治療法の開発
・オーダーメイド医療の実現

＜脳基盤＞
・うつ病が発症する脳の回路の解明
・MRI 画像による客観的診断法の実用化

3. 研究方法

4. これまでにわかったこと

5. 今後の展望

1. イントロダクション

2. この研究の意義 Future
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Results


